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１ はじめに 
学校食育研究委員会は、各学校の食育担当者、養護教諭部会長のほか、健康増進課、農政課、教育

総務課、学校教育課職員によって組織され、｢下野市食育・地産地消推進計画｣に基づく「学校におけ

る食育の充実」を目的として設置されている。本計画では、成果指標の一つとして「朝食欠食児童生

徒の割合０％」を設定している。学校においては、児童生徒の朝食摂取率の向上や朝食内容の改善を

目指すとともに、栄養教諭・学校栄養職員による「食に関する指導」の充実を図ってきた。 

 

【参考】「下野市食育・地産地消推進計画」（平成 31年 3月策定）成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究の内容 

(1)児童生徒の朝食摂取率 100％を目指した取組 

(2)外部講師を活用した「食に関する指導」の充実に関する取組 

(3)学校給食における行事食や郷土食への取組 

 

３ 研究の実際 

(1)児童生徒の朝食摂取率 100％を目指した取組 

①「朝食の簡単料理レシピ」の募集 

下野市では、毎年夏休みに「朝食の簡単料理レシピ」を募集し、児童生徒の朝食に対する関心

を高めるとともに、朝食の摂取習慣の定着や質の向上を図っている。今年度で 11年目を迎えた。

新たな視点での取組について第１回学校食育研究委員会で協議し、「特別賞」を設置することにし

た。詳細について栄養教諭・学校栄養職員研修会で検討を重ね、以下の内容を設定した。 

 

（令和４年度「朝食の簡単料理レシピ」応募要項より抜粋） 

指標名 
基準年度 

（平成 28(2016)年度） 

目標値 

（令和４(2022)年度） 

朝食欠食児童生徒の割合 3.7％(小学生) ０％ 

外部講師など専門職による｢食に関する指導｣を

受けた学校数の割合 
13％ 50％ 

学校給食等で郷土料理や行事食を提供した回数

（１校あたり） 
14回 18回 

研究スローガン 

早寝・早起き・しっかり朝ごはん 



併せて、各学校食育担当者からも積極的にレシピ募集の働き掛けを行った。結果、昨年度を 800

人以上上回る 2,164人の応募があった。その中から 39点の入選作品を選出し、入選作品から「最

優秀賞」を２点（小学校・義務教育学校前期課程と中学校・義務教育学校後期課程から１点ず

つ）、「特別賞」を５点選考した。最優秀賞レシピは「下野市食育だより 26号」にて紹介し、入賞

作品計 39点をホームページに掲載した。 

 

 

 

②「朝食アンケート」の実施 

令和４年 10月に市内全児童生徒を対象に「朝食アンケート」を実施した。本アンケートは、各学

校や中学校区における朝食の摂取状況を把握することで、指導の改善やより一層の充実を図るため

平成 29年より継続して実施している。 

昨年度、児童生徒にタブレット端末が整備され、操作にも慣れてきたことを受け、今年度は

GoogleForms でアンケートを作成し、端末での実施が可能となった。各学校では、タブレット端末

または紙面にてアンケートを実施した。また、昨年同様、今年度も市全体のアンケート結果をけや

きネットに掲載し、児童生徒が学習に活用できるようにした。 

 

    

令和４年度 最優秀賞レシピ（「下野市食育だより」２６号から抜粋） 

  

GoogleForms のアンケート画面の一部（中学校用）※他に小学校用、義務教育学校用を作成 



 

 

(2)外部講師を活用した「食に関する指導」の充実に関する取組 

各学校では、家庭科や学級活動の学習を中心に、栄養教諭や学校栄養職員による「食に関する指

導」を位置付けている。一方で「下野市食育・地産地消推進計画」では、「児童生徒が食に対する

理解を深め、興味が高まるよう農業体験や生産者との交流を推進」することが掲げられている。 

令和４年度は、栄養教諭・学校栄養職員による「食に関する指導」の機会を継続して設けるとと

もに、外部講師の積極的な活用を各学校に呼び掛けた。コロナ禍により、外部講師の招聘は難しい

状況であったが、感染症対策を講じながら、外部講師の活用について研究を進めてきた。その取組

の一部を「下野市食育だより 27号」にて紹介した（資料参照） 

 

(3)学校給食における行事食や郷土食への取組 

「下野市食育・地産地消推進計画」では、「優れた食文化の継承・発展」に関

する施策として「学校給食や様々な機会を通して地域における伝統的な郷土料

理や行事食等の献立を提供」を掲げている。学校給食においては、年間を通し

て計画的に行事食や郷土食の献立を設定している。また、月の献立予定表「一

口メモ」に説明を記載し、理解を深める一助としている。「下野市食育だより

27号」では、学校給食で提供した行事食や郷土食の一例を紹介した。 

                                掲載内容の一例 

 

４ 成果と課題 
(1) 成果 

・「朝食の簡単料理レシピ」募集や「朝食アンケート」等の取組を通して、児童生徒の朝食に関する

意識を高めることができ、朝食をはじめとする食生活の改善につながってきた。 

・栄養教諭・学校栄養職員や、外部講師による授業は、理解を深めるだけでなく、食への関心を高

めるきっかけづくりとしても効果的であった。今後も計画的に位置付けできるとよい。 

(2) 課題 

・食生活の改善を推進していくには、家庭との連携が不可欠である。家庭での意識を高めるため

に有効な啓発方法を検討していきたい。  

令和４年度「朝食アンケート」結果（「下野市食育だより 26号」掲載記事） 



資料 「下野市食育だより 27号」における外部講師活用事例の紹介 

 


